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CARBON NEUTRAL
RESEARCH HUB
ANNEX

「2050年カーボンニュートラル実現」とそれまでの

徹底したCO2排出量削減に向けた研究開発を加速して

いくために、2021年10月に、カーボンニュートラル

リサーチハブ（CNRH）を開設しました。

Daigasグループは、右記に示す「カーボンニュートラル

ビジョン」等のもと、今後も脱炭素社会に貢献する技術・

サービスの開発に取り組み、気候変動をはじめとする

社会課題の解決に努め、暮らしとビジネスの“さらなる

進化”のお役に立つ企業グループを目指してまいります。
2050年
カーボン
ニュートラル

カーボンニュートラルビジョン（2021年1月公表）
Daigasグループとしてのカーボンニュートラルの方向性

カーボンニュートラル社会の実現

エネルギートランジション2030（2023年3月公表）
2030年に向けた具体的な考え方や方策

エネルギートランジション2050（2025年2月公表）
2050年に向けたエネルギートランジションのロードマップ、ソリューション

開設

●2021年 ●2030年 ●

●水素やアンモニア
を燃料とするエン
ジンやバーナ等の
技術の開発

■ 水素・アンモニア燃焼技術

●純水素燃料電池等を
利用した家庭用エネ
ルギーシステムの実証

■ スマートエネルギーホーム
●蓄電池運用技術の開発
とリユース蓄電池を活用
した実証

●エネファーム等を活用
したVPP技術の開発

■ 蓄電池・VPP   Virtual Power Plant

●大阪ガス独自の金属
支持型SOECセル・
スタックの開発

●ベンチスケール装置
（10Nm3/h規模）の
試験※3

■ SOECメタネーション   
  Solid Oxide Electrolysis Cell

●機能性素材市場の様々な事業領域において、トップクラスの
技術・シェアを有する

●CO2排出量の削減に繋がる材料技術の開発や、化石燃料由来の
材料を植物由来へ置き換える技術の開発にも取り組む

■ 大阪ガスケミカル株式会社

●高いCO2吸着量と低温での
CO2脱離性を兼ね備えた
DAC用吸着材の開発

■ DAC用吸着材   Direct Air Capture

●廃棄物由来バイオガスの
中の未利用CO2を微生物で
メタネーションする技術の
開発

■ バイオメタネーション

●大阪ガス独自のメタネーション
触媒の評価およびプロセスの開発

●INPEXと共同で取り組んでいる
世界最大級の実証事業※2と連携
した基礎データの取得

■サバティエメタネーション

●研究開発、解析や計測・分析、技術コンサルティングを
強みとした受託研究事業を推進

●DACやプラスチックリユース、蓄電池等のカーボン
ニュートラル関連技術も取り扱う

■ 株式会社 KRI

※1：NEDO補助事業「カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発/次世代火力発電基盤技術開発/CO2分離・回収型ポリジェネレーション技術開発」
※2：NEDO助成事業「カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発/CO2排出有効利用実用化技術開発/気体燃料へのCO2利用技術開発」
※3：NEDO・グリーンイノベーション基金事業「CO2等を用いた燃料製造技術開発プロジェクト/合成メタン製造に係る革新的技術開発/SOECメタネーション技術革新事業」

※1：NEDO補助事業「カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発/次世代火力発電基盤技術開発/CO2分離・回収型ポリジェネレーション技術開発」
※2：NEDO補助事業「カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発/CO2排出有効利用実用化技術開発/気体燃料へのCO2利用技術開発」
※3：NEDO・グリーンイノベーション基金事業「CO2等を用いた燃料製造技術開発プロジェクト/合成メタン製造に係る革新的技術開発/SOECメタネーション技術革新事業」

カーボンニュートラル関連の研究開発施設

●バイオマスや有機廃液等から、酸化鉄を
利用して、水素・電力・CO2を同時に製造する
技術の開発※1

■ ケミカル・ルーピング燃焼（CLC）
 Chemical Looping Combustion


